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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
的
に
異
常
気
象
に
よ
る
風
水
害

に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
島
根
県
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
４
月
に
島

根
県
西
部
を
震
源
と
す
る
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
１
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
江

津
地
域
の
水
害
に
よ
る
被
害
も
深
刻
な
出
来
事
で

し
た
。
幸
い
本
市
で
は
、
風
水
害
、
地
震
と
も
人

的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
１

日
も
早
い
復
興
と
今
年
１
年
が
災
害
の
な
い
平
穏

な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
、
人
口
減
少
問
題

が
社
会
的
に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、

今
地
方
都
市
に
お
い
て
は
経
済
低
迷
に
加
え
「
人

口
減
少
」
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
本
市
に

お
い
て
も
少
子
高
齢
化
の
著
し
い
進
展
に
よ
り
中

山
間
地
域
で
は
集
落
機
能
の
維
持
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、「
中

山
間
地
域
振
興
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
真
剣

に
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
議
会
と
し
て
も
、
議
会
報
告
会
・
井
戸
端
会

な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

意
見
を
十
分
に
把
握
し
、
議
員
間
討
議
を
重
ね
要

望
が
具
現
化
さ
れ
、
市
政
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
議
決
機
関
と
し
て
の
役
割
や
行
政

の
監
視
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
し
っ

か
り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

い
つ
で
も
議
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
「
通
年
の

会
期
制
」
を
導
入
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
議
会
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
機
動
力
が
倍
加
し
議
会
と
し
て
の
機

能
も
十
分
発
揮
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
３
月
定
例
会
か
ら
は
、
紙
の
資
料
を
な
く
し
、

コ
ス
ト
的
に
も
環
境
的
に
も
効
果
の
あ
る
取
組
と

し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
会
議
）
の
本
格
実
施
を
始
め
ま
す
。
更
に
は
、

次
期
市
議
選
に
向
け
て
議
員
定
数
の
検
証
も
始
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
は

開
府
四
百
年
を
迎
え
ま
す
が
、
市
議
会
と
し
て
も

市
民
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
本
年
は

浜
田
市
議
会
に
と
っ
て
大
き
な
変
革
の
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
そ
う
で
す
。

市
議
会
は
、
常
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
市
議
会
に
目
を
向

け
て
い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
広
報
広

聴
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
議
会
の
情
報
を
積
極
的
に
公

開
す
る
と
と
も
に
、
会
議
の
持
ち
方
の
工
夫
や
議

場
を
市
民
に
開
放
す
る
な
ど
の
取
組
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
ま
ず
は
議
員
の
意
識
改
革
と
資

質
向
上
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
議
会
は
「
す

べ
て
の
市
民
が
安
全
で
、
安
心
し
て
、
幸
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
浜
田
市
を
目
指
し
、
議
員

が
一
致
団
結
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
信

頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
１
年
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
市
議
会
へ
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
31
年
の
初
春
を
迎

え
ら
れ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
、
現
在
、「
産

業
振
興
と
中
小
事
業
者
支
援
」、「
少
子
化
対
策
と

子
育
て
支
援
」、「
福
祉
の
充
実
と
市
民
負
担
の
軽

減
」、「
ふ
る
さ
と
郷
育
と
歴
史
文
化
の
継
承
」、「
中

山
間
地
域
の
諸
課
題
へ
の
対
応
」、「
防
災
・
減
災

対
策
」、「
行
財
政
改
革
」
を
７
つ
の
重
点
政
策
と

し
て
、
引
き
続
き
「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
４
月
９
日
に
は
大
田
市
を
震
源
地
と
す
る

島
根
県
西
部
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
を
は
じ
め
、
複
数

の
台
風
が
接
近
す
る
な
ど
、
各
地
で
多
く
の
自
然

災
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、

人
命
に
関
わ
る
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
で

し
た
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
、
今
後
と
も
防
災
対
策
に
気
を
引
き
締
め

て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
１
月
31
日
に
は
、
本
市
の
名
誉
市
民
で

あ
る
佐
々
木
正
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
的

な
技
術
者
と
し
て
名
を
馳
せ
、
本
市
の
産
業
振
興

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
功
績
を
称
え
、
４
月
８

日
に
浜
田
市
市
葬
を
挙
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

本
市
に
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

３
月
31
日
に
は
、
浜
田
港
福
井
地
区
臨
港
道
路

が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
浜
田
港
が
直
接
山

陰
道
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
物
流
機
能
の
向
上
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
23
日
に
は
、
浜
田
港
に
初
の
外
国
船
籍
の

客
船
「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
号
」
が
入
港
、

昨
年
は
３
回
の
寄
港
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
２

回
の
寄
港
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

５
月
24
日
に
は
、「
外
ノ
浦
」
が
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
と
し
て
日
本
遺
産
に
追
加
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
環
境
整
備
や
観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

９
月
１
日
に
は
、
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
が
開
所
10
周
年
を
迎
え
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
の

活
動
に
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
地
域
貢

献
活
動
に
も
大
い
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
１
日
に
は
、
長
年
要
望
し
て
き
た
中
国
電

力
三
隅
発
電
所
２
号
機
の
建
設
が
着
工
さ
れ
ま
し

た
。
工
事
期
間
中
に
は
、
最
大
で
１
７
０
０
人
も

の
作
業
員
の
方
が
従
事
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地

元
経
済
に
も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
今
年
「
浜
田
開
府
四
百
年
」
を

迎
え
ま
す
。
浜
田
の
歴
史
や
文
化
を
振
り
返
り
、

郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
高
め
、
次
の
百
年
を
担

う
世
代
に
継
承
し
、
更
な
る
発
展
を
考
え
る
絶
好

の
機
会
で
あ
り
ま
す
。
４
月
の
「
浜
っ
子
春
ま
つ

り
」
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
１
年
を
通
じ
て
様
々

な
記
念
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年

３
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
「
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
、
開
府
四
百
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
全
市
を
挙

げ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
開
府
四
百
年
を

盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜
田
市
議
会
議
長

　川
神 

裕
司

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ
浜
田
市
長

　久
保
田 

章
市

【写真】日本遺産　外ノ浦の風景
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23
日
・
イ
タ
リ
ア
船
籍
「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
号
」
が
浜
田

港
に
初
入
港
、
そ
の
後
２
回
入
港

　
　
24
日
・「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
〜
北
前
船

寄
港
地・船
主
集
落
〜
」外
ノ
浦
が
日
本
遺
産
へ
追
加
認
定

　
　
25
日
・
浜
田
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
窓
口
が
開
設

６
月
３
日
・
浜
田
市
総
合
防
災
訓
練
で
災
害
対
策
本
部
と
関
係
機
関
と
の

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
、
併
せ
て
各
自
治
区
で
住
民
参
加
型

防
災
訓
練
を
実
施

　
　
25
日
・
島
根
県
立
大
学
と
交
流
協
定
を
結
ぶ
ロ
シ
ア
海
洋
国
立
大
学

の
学
生
が
帆
船
「
Ｎナ

ジ

ェ

ジ

ュ

ダ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｚ
Ｈ
Ｄ
Ａ
」
号
に
乗
船
し
浜
田

港
に
入
港

　
　
30
日
・
海
上
自
衛
隊
試
験
艦
「
あ
す
か
」
が
浜
田
港
に
入
港

７
月
13
日
・
全
国
手
漉
き
和
紙
青
年
の
集
い
石
州
大
会
が
開
催

　
　
28
日
・
は
ま
だ
っ
子
共
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

８
月
10
日
・
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び
く
ん
の
お
へ
や
」
を
開
設

　
　
20
日
・
第
49
回
全
国
中
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
が
開
催

９
月
１
日
・
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
が
開
所
10
周
年
を
迎

え
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

　
　
７
日
・
浜
田
市
ふ
る
さ
と
寄
附
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
「
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
、
目
標

額
４
５
０
万
円

　
　
22
日
・
浜
田
市
室
内
プ
ー
ル
の
愛
称
を
「
福
井
誠
記
念
プ
ー
ル
」
と

し
、
プ
レ
ー
ト
除
幕
式
を
開
催

10
月
１
日
・
未
就
学
児
の
医
療
費
負
担
を
無
料
化

　
　

６
日
・
浜
田
市
美
術
展
第
50
回
記
念
ト
ー
ク
座
談
会
を
開
催

　
　
11
日
・
７
月
に
金
城
町
元
谷
団
地
に
誘
致
し
た
Ｔ
Ｃ
浜
田
農
場
㈱
が

栽
培
し
た
大
玉
ト
マ
ト
を
初
出
荷

　
　
28
日
・
島
村
抱
月
没
１
０
０
年
を
し
の
ぶ
会
が
開
催

11
月
１
日
・
中
国
電
力
㈱
三
隅
発
電
所
２
号
機
の
建
設
工
事
が
始
ま
る

　
　
25
日
・
し
ま
ね
映
画
塾
２
０
１
８
in
浜
田
で
制
作
さ
れ
た
作
品
の
発

表
上
映
会
が
開
催

12
月
16
日
・
浜
田
国
際
交
流
協
会
設
立
25
周
年
記
念
講
演
会
が
開
催

中国電力㈱三隅発電所２号機着工（完成予想図）

浜田市室内プールの愛称を「福井誠記念プール」とする 「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地
　・船主集落～」外ノ浦が日本遺産へ追加認定

島根あさひ社会復帰促進センターが開所
10周年を迎える

石正美術館に「石本正のアトリエ」をオー
プン

金城町元谷団地に誘致したTC浜田農場㈱

平成30年
浜田市の
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１
月
31
日
・
浜
田
市
名
誉
市
民
佐
々
木
正
氏
逝
去
、
４
月
８
日
に
浜
田
市

市
葬
を
執
り
行
う

３
月
23
日
・「
浜
田
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
、
６
月
９
日
に
制
定

記
念
講
演
会
開
催

　
　
　
　
・
企
業
紹
介
・
就
職
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
働
こ
う
＠
浜
田
」

を
開
設

　
　
28
日
・
㈱
ゼ
ン
リ
ン
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給

等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
　
29
日
・
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
の
寺
戸
伸
近
さ
ん
を
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
に
委

嘱

　
　
31
日
・
浜
田
港
福
井
地
区
臨
港
道
路
が
供
用
開
始

　
　
　
　
・
有
福
保
育
園
が
閉
園

４
月
１
日
・
開
府
４
０
０
年
推
進
室
を
設
置
、
開
府
四
百
年
に
向
け
た
準

備
が
始
ま
る

　
　
　
　
・
簡
易
水
道
事
業
の
上
水
道
事
業
へ
の
統
合
に
よ
り
市
内
水
道

料
金
統
一
化
へ
動
き
出
す

　
　
　
　
・
広
島
事
務
所
を
開
設
（
広
島
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
と
広
島
市
場
開

拓
室
を
統
合
）

　
　
　
　
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
ひ
さ
ま
」
が
開
設

　
　
　
　
・
杉
の
子
第
３
学
級
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

　
　
　
　
・
浜
田
市
第
１
号
と
な
る
島
根
大
学
医
学
部
地
域
枠
推
薦
出
身

の
医
師
が
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
勤
務

　
　

３
日
・
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
の
金
山
友
紀
さ
ん
を
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
に
委

嘱

　
　
５
日
・
井
野
地
区
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
「
井
野
っ
地
号
」
が

運
行
開
始

　
　
15
日
・
上
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー
を
開
館

　
　
28
日
・
石
正
美
術
館
に
「
石
本
正
の
ア
ト
リ
エ
」
を
オ
ー
プ
ン

５
月
18
日
・
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
の
交
流
活
動
に
対
し
、
第
12
回
自
治
体
国

際
交
流
表
彰
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

主
な
で
き
ご
と

イタリア船籍「コスタ・ネオロマンチカ号」が浜田港に
初入港

浜田港福井地区臨港道路が供用開始 第49回全国中学校体操競技選手権大会が開催

金山友紀さんを浜田ＰＲ大使に委嘱 寺戸伸近さんを浜田ＰＲ大使に委嘱 浜田市名誉市民佐々木正氏逝去、浜田市
市葬を執り行う

主なできごと

１

２

３

4

5

1

６

2４

3 ８
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全国大会出場
おめでとうございます

２月24日・教育委員会が図書館振興財団の図書館を使っ
た調べる学習活動賞を受賞

３月３日・チーム「島根雪神楽連合」が日本雪合戦選手
権大会の一般の部で優勝、チーム「デンジャ
ラースガール」がレディースの部で３位　1

４月23日・中央図書館が子供の読書活動優秀実践図書館
文部科学大臣表彰を受賞

６月14日・浜田市少年補導委員連絡会三隅支部が全国少
年補導功労者・功労団体表彰を受賞　2

９月27日・栗栖一雄さんが防犯功労者（防犯栄誉金章）
を、しまね防犯サークルＳ

ス コ ッ ト

ＣＯＴが功労ボラ
ンティア団体（社会安全貢献賞）を受賞　3

10月８日・浜田市陸上競技協会の叶松久雄さんと齋藤博
之さんが生涯スポーツ功労者文部科学大臣表
彰を受賞　4

10月23日・浜田市食生活改善推進協議会が南・賀屋賞を
受賞

10月23日・浜田市観光ボランティアガイドの会会長斎藤
晴子さんが山陰中央新報社地域開発賞を受賞

11月２日・国府公民館が優良公民館文部科学大臣表彰を
受賞

12月４日・いわみ福祉会芸能クラブが障害者の生涯学習
支援活動に係る文部科学大臣表彰を受賞

浜
田
市
山
藤
功
奨
学
金
給
付
者
募
集

　
浜
田
市
出
身
の
故
山
藤
功
さ
ん
の
ご
遺
志
を
受
け
継
が
れ
た
山

藤
法
子
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
を
原
資
と
し
た
、
返
還
の
必
要
が
な

い
給
付
型
の
「
山
藤
功
奨
学
金
」
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
人

・
本
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
進
学
予
定
の
人

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項
で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀
な
人

募
集
人
員　
２
人

支
給
金
額　
月
額
３
万
円　

支
給
期
間　
大
学
在
学
の
４
年
間
と
し
、
年
２
回
、
４
月
（
初
年

度
は
７
月
）
と
10
月
に
半
年
分
ず
つ
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
優
れ
た
素
質
と
向
学
心
を
持
ち
な

が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に
対
し
、

学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
修
学
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

浜
田
市
奨
学
金
貸
与
者
募
集

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
人

・
本
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

校
（
後
期
課
程
に
限
る
）、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、
短
期
大
学
、

専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
）
に
進
学
予
定
の
人

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項
で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀
な
人

募
集
人
員　

○
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校（
後
期
課
程
）及
び
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
人
程
度

○
大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）　　
20
人
程
度

貸
与
額　
年
２
回
、
４
月
（
初
年
度
は
７
月
）
と
10
月
に
半
年
分

ず
つ
貸
与
し
ま
す
。

○
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学

校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
１
万
円

○
大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
月
額
３
万
円

利
息　
無
利
息

返
還
期
間　
卒
業
の
翌
月
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
後
、
次
の
期
間

内
に
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学

校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年

○
大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）　　
　
　
12
年

※　
卒
業
後
一
定
期
間
浜
田
市
に
在
住
し
、
就
労
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
一
部
返
還
が
免
除
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

募
集
期
間　
１
月
９
日
㈬
〜
３
月
29
日
㈮

応
募
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
募
集
要
項
に
あ
る
提
出
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
募
集
要
項・申
請
書
は
、卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
中
学
校・

高
等
学
校
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
各
支
所
教
育
委
員
会

分
室
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　
ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
市
が
行

う
ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
申
請
は
可
能

で
す
。

※　
保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
修
学
が
困
難
に

な
っ
た
人
を
対
象
と
す
る
浜
田
市
緊
急
奨
学
金
貸
与
者
は
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

「
浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
施
策
編
）（
案
）」
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
募
集
し
ま
す

全国大会に出場される皆さんを激励しました。
出場報告のため市役所を訪問された皆さんをご

紹介します。

領家典子さん
（弥栄中３年）

木村香佑さん
（第三中３年）

問
合
せ

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉕
９
７
０
０

　

市
で
は
、「
浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）（
案
）」
に
つ
い
て
、
広
く
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
・
閲
覧
期
間　
１
月
７
日
㈪
〜
２
月
８
日
㈮

閲
覧
場
所
（
開
庁
日
・
開
館
日
）

・
環
境
課
（
東
分
庁
舎
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
中
央
図
書
館

※　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
指
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
又
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
意
見
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
募
集
締

切
日
必
着
で
す
。

※　
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
、
氏
名
・
住
所
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
意
見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
浜
田
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
に
係

る
意
見
」
と
し
、
指
定
の
様
式
を
添
付
し
て
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
。

※　
指
定
の
様
式
は
、
閲
覧
場
所
に

　
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ

・
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
☎
㉕
９
４
２
０
・
FAX
㉒
９
１
０
０
】

Em
ail

：kankyou@
city.ham

ada.lg.jp

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

日本雪合戦選手権大会の一般の部で優勝したチーム
「島根雪神楽連合」とレディースの部で３位のチー
ム「デンジャラースガール」

全国少年補導功労者・功労団体表彰を受賞した浜田
市少年補導委員連絡会三隅支部

防犯功労者（防犯栄誉金章）を受賞した栗栖一雄さ
んと功労ボランティア団体（社会安全貢献賞）を受
賞したしまね防犯サークルＳＣＯＴ

生涯スポーツ功労者文部科学大臣表彰を受賞した浜
田市陸上競技協会の叶松久雄さんと齋藤博之さん

平成30年
全国で活躍された皆さんを紹介します

1 2

3

4

平
成
31
年
度　

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

高円宮杯全日本中学校英語弁論大会
（東京都：平成30年11月28日～30日）
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しまねお魚センター前をスタートし、マリン大橋を
渡り、瀬戸ケ島で折り返して往復する約３kmのコー
スを、チームリレーするマラソンです。チームで14往
復する42キロリレーコースと、７往復する21キロリ
レーコースがあります。１チーム最低２人からエント
リーが可能です。
各部門の成績上位チームには部門賞が贈られるほか、

仮装賞もあります。また、表彰チーム以外のチームに
は、お楽しみ抽選会の当選チャンスがあります。
皆さんの参加をお待ちしております。

開催日　３月２日㈯
大会スケジュール（変更になる場合があります）
 9:30　受付開始
11:00　オープニングセレモニー
11:30　42キロリレーコーススタート
11:40　21キロリレーコーススタート
15:00　各部門・仮装賞表彰式、
　　　 お楽しみ抽選会（順次実施）
16:30　競技終了

参加料
大人　　　　　　　　１人3,500円
大学生・専門学校生　１人2,500円
高校生・中学生以下　１人1,500円
※　参加料には、保険料・リレーマラソン記念フェ
イスタオル・完走証（１チームごとに１枚）・参
加賞を含みます。

※　企業で参加される場合は、企業宛で請求書・領
収書を発行できます。福利厚生にご利用ください。

申込方法　
インターネットによる申込み（締切日　１月31日㈭）

　
※　ランネットの会員登録（無料）が必要です。
郵便振替用紙による申込み（締切日　１月31日㈭）
市役所本庁・各支所・観光協会などにあるチラシに

添付されている郵便振替用紙に必要事項を記入の上、
申し込んでください。

ランネット 第４回マリン大橋

コースと部門
42キロリレーコース
（約３㎞×14往復＝42.195㎞、１チーム２～14人）
部門名 詳細 募集数

職場対抗部門 同じ企業・職場で構成。年齢・性別を問わない。 60チーム
男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。 40チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。 20チーム

合計 120チーム
21キロリレーコース
（約３㎞×７往復＝21.0975㎞、１チーム２～７人）
部門名 詳細 募集数

男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。 30チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。 20チーム
女性部門 女性のみで構成。年齢を問わない。 10チーム
シニア部門 全員の年齢が60歳以上  10チーム
中・高校生部門 全員が中・高校生で構成。性別を問わない。 10チーム

合計  80チーム
※　申込状況によって募集チーム数を変更する場合が
あります。

※　表彰は、各部門第１位～３位のチームに行うほか、
仮装賞、お楽しみ抽選会（表彰チーム以外が対象）
があります。

【問合せ】　大会に関すること
　　　　　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン実行委員会事務局
　　　　　　（観光交流課内）　☎㉕９５３１

　申込みに関すること
　㈲Plus value（申込受付受託事業者）
　☎０８５２67２８４４

　平成30年11月25日㈰に開催した市民憲章推進大会において、市民憲章の理念に基づく啓発・推
進・実践活動などに顕著な功績のあった次の個人10人・２団体に表彰状と記念品を贈りました。

被表彰者（敬称略・50音順）
【個人の部】
青葉　　護　　（旭町市木）
岩﨑　　敏　　（金城町今福）
吉川　純司　　（原町）
桑本　詠子　　（三隅町三隅）
斎藤　晴子　　（上府町）
酒井　清美　　（三隅町井野）
中島ユリコ　　（金城町下来原）
野村キヌエ　　（弥栄町栃木）
藤沢　　守　　（旭町都川）
山崎　　誠　　（日脚町）
【団体の部】
河内神祇太鼓同好会　（三隅町河内）
浜田マリンライオンズクラブ　（相生町）

問合せ　まちづくり推進課地域づくり推進係　☎㉕９２０１

　
市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ
て
、
市
役
所

や
市
の
施
設
で
働
く
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱

託
職
員
な
ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
臨
時
・
非

常
勤
職
員
を
要
す
る
事
業
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

原
則
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

※　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
２
月
頃
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ

募
集
し
ま
す
。

対
象　
18
歳
以
上
の
人
（
平
成
31
年
４
月
１
日

時
点
で
高
校
生
は
不
可
、
た
だ
し
定
時
制
は

対
象
と
な
る
）

職
種　

事
務
員
（
臨
時
）

　
賃
金　
日
額
７
０
０
０
円

　
必
要
資
格　
Ｗｏｒ
ｄ
・
Ｅｘｃｅ
ｌ
が
使
用
可
能

用
務
員
（
臨
時
）

　
賃
金　
日
額
７
０
９
０
円

　
必
要
資
格　
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

※　
賃
金
は
、
平
成
30
年
度
の
実
績
額
で
す
。

※　
こ
の
職
種
以
外（
看
護
師・保
健
師
な
ど
）

も
業
務
の
必
要
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

勤
務
時
間　
週
５
日
以
内
、
１
日
７
時
間
45
分

※　
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職
種
・
勤
務
場

所
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所　
市
役
所
本
庁
又
は
各
支
所
、
も
し

く
は
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
の
出
先
職
場

任
用
期
間　
臨
時
職
員
は
６
か
月
以
内
、
非
常

勤
嘱
託
職
員
は
１
年
以
内

※　
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

登
録
制
度
（
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど
）

　
年
度
途
中
に
臨
時
職
員
を
任
用
す
る
場
合
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
募
集
に
応
募
が
な
か
っ
た

場
合
や
緊
急
を
要
す
る
場
合
（
お
お
む
ね
一
週

間
以
内
）
な
ど
に
は
、
登
録
制
度
に
よ
り
、
事

前
に
登
録
名
簿
に
登
載
し
た
人
の
中
か
ら
、
面

接
試
験
な
ど
に
よ
り
選
考
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

有
効
期
間　
年
度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で

※　
こ
の
登
録
は
、
年
度
ご
と
に
行
い
、
平
成

30
年
度
に
登
録
し
て
い
る
人
も
、
平
成
31
年

度
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
新
た
に

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
方
法　
指
定
の
平
成
31
年
度
浜
田
市
臨
時

職
員
登
録
申
込
書
（
履
歴
書
）、
又
は
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役

所
人
事
課
ま
で
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※　
指
定
の
申
込
書
は
、
市
役
所
人
事
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項　
こ
の
登
録
は
採
用
を
約
束
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ

人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　
☎
㉕
９
１
３
１
】

※コース等は変更する場合があります。丸三浜田店

浜田消防署

駐車場

駐車場

漁港関係者駐車場
応援者駐車場

給水所

コース図

瀬戸ケ島

浜田漁港

マリン大橋

平成30年度市民憲章表彰

平
成
31
年
度
の
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
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浜田石見神楽社中連
絡協議会が10月９日

～11日に台湾の台南
市で石見神楽公演を

行い、報告を受けま
した（11月１日）

第二浜田ダム多目的広場開園記念グラウ
ンド・ゴルフ大会に出席しました
（11月３日）

鳥取県と兵庫県の漁業関係団体へ、浜田
漁港への入港など活用に関する要望活動
を行いました（11月６日・７日）

西中国山地民具を守る会創立50周年記念
式典に出席しました
（11月11日）

浜田開府400年記念プレ講演・座談会《第
４弾》「浜田のまちづくり・人づくり」
を開催しました（11月17日）

井野地区農業まつり＆井野公民館展に出
席しました（11月18日）

浜田ロータリークラブ創立60周年記念講
演「日本の課題と地方創生～コマツは日
本の縮図～」に出席しました（11月18日）

しまね映画塾2018in浜田作品発表上映会に出席しました（11月25日）

下府自治会で「江戸時代の浜田と北前
船」について講演しました
（11月４日）

石見地区幼稚園ＰＴＡ連合会研修大会に
出席しました（11月11日）

防衛省・外務省・地元選出国会議員へ、
米軍機飛行訓練の騒音などの対策に関す
る要望活動を行いました（11月16日）

北前船寄港地フォーラム㏌尾道（広島県
尾道市）に出席しました（11月16日）

平
成
30
年
度

浜
田
市
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
決
ま
る

　
人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活
用
す

る
た
め
、
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を

募
集
し
、
小
・
中
学
校
、
一
般
の
皆
さ

ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た

が
、
審
査
の
結
果
27
作
品
を
入
賞
作
品

と
し
て
選
出
し
、
平
成
30
年
12
月
18
日

㈫
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
１
月
10
日

㈭
正
午
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞

作
品
と
、
中
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
全
応
募

作
品
を
、
１
月
12
日
㈯
か
ら
20
日
㈰
ま

で
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
展
示
し
ま

す
。

　
入
賞
作
品
は
、
人
権
作
品
集
「
共
に

生
き
る
」
に
ま
と
め
て
発
刊
す
る
ほ
か
、

今
後
の
啓
発
事
業
に
も
活
用
し
ま
す
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
９
１
６
０

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

最
優
秀
賞

弥
栄
中
学
校
３
年　
　
牛
尾　
華

優
秀
賞

第
三
中
学
校
３
年　
　
志
波　
咲
美　

第
四
中
学
校
２
年　
　
榊
原　
そ
ら

第
四
中
学
校
２
年　
　
中
原　
駿
斗

第
四
中
学
校
２
年　
　
西
野　
翔
太

浜
田
東
中
学
校
２
年　
横
路　
桜

金
城
中
学
校
１
年　
　
森　
　
花
凛

金
城
中
学
校
２
年　
　
藤
田　
琉
唯

三
隅
中
学
校
２
年　
　
山
本　
智
史

【
作
文
の
部
（
小
学
校
）】

最
優
秀
賞

長
浜
小
学
校
６
年　
　
佐
久
間　
楽

優
秀
賞

原
井
小
学
校
５
年　
　
新
田　
悠
馬　

雲
雀
丘
小
学
校
６
年　
岩
田　
葉
月　

松
原
小
学
校
６
年　
　
清
本　
結
衣　

石
見
小
学
校
６
年　
　
茶
円　
桐
子　

石
見
小
学
校
６
年　
　
中
山
み
ど
り

波
佐
小
学
校
５
年　
　
奥
本　
奏
互

三
隅
小
学
校
６
年　
　
野
上　
知
佐

【
作
文
の
部
（
中
学
校
）】

最
優
秀
賞

三
隅
中
学
校
１
年　
　
波
田　
瑛
介

優
秀
賞

第
一
中
学
校
２
年　
　
志
波
こ
こ
ろ

第
一
中
学
校
３
年　
　
河
野　
太
雅　
　
　

第
四
中
学
校
２
年　
　
内
田　
小
晴　

金
城
中
学
校
１
年　
　
片
岡　
花　
　

三
隅
中
学
校
１
年　
　
分
石　
一
輝

【
標
語
の
部
】

優
秀
賞

・
取
り
は
ず
そ　
心
の
垣
根　
挨
拶
で　

　
　
　
　
　
　
　
長
沢
町　
　
沖
田　
靖
子

・
隔
て
な
く　
ひ
と
声
か
け
る　
や
さ
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
浅
井
町　
　
野
村　
俊
夫

・
あ
り
が
と
う
の　
言
葉
に
添
え
よ
う　
真
心
を

　
　
　
　
　
　
　
三
隅
町　
　
吉
本
美
和
子

・
人
権
を　
育
む
基
礎
は　
家
庭
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
三
隅
町　
　
小
田　
廣
子

広報はまだ：平成広報はまだ：平成広報はまだ：平成広報はまだ：平成広報はまだ：平成広報はまだ：平成

道
路
の
除
雪
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
除
雪
作
業
の
効
率
と
効
果
を

高
め
る
た
め
、
ま
た
、
道
路
交
通
や
作
業
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

１　
車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２　
ご
自
宅
の
出
入
口
の
除
雪
は
皆
さ
ん
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

３　
車
道
や
歩
道
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

４　
除
雪
車
の
周
り
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

５　
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

６　
道
路
除
雪
時
の
通
行
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

７　
樹
木
の
所
有
者
は
、
道
路
に
張
り
出
し
た
枝
の

剪せ
ん
て
い定
な
ど
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ
・維持管理課維持係　　☎㉕９６２１
・金城支所産業建設課　☎42１２３６
・旭支所産業建設課　　☎45１４３７
・弥栄支所産業建設課　☎48２１１２
・三隅支所産業建設課　☎32２８０５

〜
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　
違
い
を
認
め
合
う
心
〜

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

道
路
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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スポーツ吹矢の基本動作を学ぶ参加者

光明堂ランニング同好会代表の杉山廣和さんら

津軽三味線の音色にあわせて人権の大切さを語る

11月23日㈷、万灯山公園イルミネーション点灯式が万灯山公
園で行われました。このイベントは、浜田の街を明るく照らし、
この公園が市民の皆さんの交流と憩いの場になることを願って、
浜田青年会議所が主体となり毎年行っています。
ヒマラヤ杉を中心に、公園内の木々を約4,000個の電飾が彩
り、点灯すると会場全体が幻想的な雰囲気に包まれました。式
典では、コーラス団体による美しい歌声と、トランペットの音
色が公園内に響きました。万灯山公園のイルミネーションは、
１月14日㈷まで楽しむことができます。

11月20日㈫、スポーツ吹矢研修会が三隅Ｂ＆Ｇ海洋センター
で開催されました。これは、スポーツ吹矢の呼吸法と基本動作
を学ぶことを目的に、みすみスポーツクラブ（ＭＳＣ）が公認
指導員を招き開催したものです。スポーツ吹矢は、円形の的に
めがけて矢を放つスポーツです。特徴は、腹式呼吸をベースと
した呼吸法で、様々な健康効果や集中力が得られます。
当日は、町内外の愛好者28人が参加し、熱心に講義を聴き、

基本動作を学びました。参加者は「スポーツ吹矢は本当に楽し
い」と話していました。

11月16日㈮、みどりかいかんに女性津軽三味線ユニット
「来

ら せ ら

世楽」の京極あつこさんと京極ゆかさんを迎え、金城自治
区公民館人権講演会が開催され、約100人が参加しました。
講演では、伝統和楽器・津軽三味線の長く続いた差別や偏見、

編み出されたオリジナルの三味線芸が確立されていった歴史に
ついて話をされました。また、津軽民謡など力強い演奏を次々
に披露し、来場者に囃子や手拍子などで参加をうながしながら、
最後は「花」を熱唱しました。

11月20日㈫、「どんちっちキラリパトロール隊」委嘱式が三
隅支所で行われ、光明堂ランニング同好会に委嘱状が渡されま
した。これは、浜田警察署が、夕暮れ時や夜間に夜光反射材を
身に着けてパトロールをする取組を委嘱したものです。
今回、光明堂ランニング同好会にランニングしながらの見守

りを要請したところ快諾を得られたことから、６団体目の委嘱
となりました。
代表の杉山廣和さんは、「地域の通学路を練習コースにして

ランニングしながら見守りたい」と話していました。

公園内に美しい歌声が響き渡る大蛇の舞いに見入る子どもたち

ステージイベントなどを楽しむ来場者

号砲にあわせてスタート

ウォーキングをしながら危険箇所を確認

11月11日㈰、「旭ふる里まつり2018」が旭支所周辺で開催さ
れました。これは、いつまでも変わらない「旭らしさ」を伝承し、
さらなる産業振興や幅広い親睦交流を図ることを目的に、毎年
企画しているものです。
ステージでは、浜田ＰＲ大使の山崎ていじさんの歌謡ショー
をはじめ、石見神楽の上演などで盛り上がりました。また、農
産物品評会や地域の皆さんによる展示や飲食コーナー、消防に
よる地震体験などで会場は終日にぎわい、静かな山里の旭の秋
を満喫できる１日となりました。

11月10日㈯・11日㈰、三隅中央公園において「みすみフェス
ティバル」が開催されました。これは、みすみフェスティバル
実行委員会が毎年この時期に企画しているものです。
地元特産品の販売、各種団体の出店（展）のほか浜田ＰＲ大
使の山崎ていじさんの歌謡ショー、のど自慢、ダンス、参加型
イベントとしてスリッパ飛ばし選手権など多彩な催しが行われ
ました。また、石州和紙のＰＲを兼ねた浜田高等学校書道部に
よる「書道パフォーマンス」や少年サッカー大会などスポーツ
イベントもあり約14,000人の来場者でにぎわいました。

11月11日㈰、旭ロードレース大会が秋晴れのもと、旭公園市
民体育館周辺の市道や農道をコースとして開催されました。こ
の大会は、旭ふる里まつりの開催に合わせ、体力や健康増進の
場として気軽に参加してもらおうと、自治区旭体育協会が毎年
企画しているものです。
当日は、競技の部やファミリーの部など５部門に分かれ、市
内外から136人が参加しました。参加者は大勢の声援を受けな
がら走りました。競技終了後にはステージで表彰式が行われ、
上位入賞者の健闘を称えました。

11月４日㈰、健康＆防災ウォーキングが和田、重富地区周辺
で開催され、地域住民約30人が参加しました。これは、みんな
で防災意識の向上と健康増進を兼ねてウォーキングを楽しもう
と、和田地区まちづくり推進委員会が企画したものです。
当日は、防災担当職員も参加し、コース内の危険箇所や消火
栓の場所などを自分たちの目で見て地図に記入し、今後の災害
時の避難経路などを再確認しました。また、ウォーキング後は、
参加者が１人１品持ち寄った野菜で炊き出し訓練も行い、反省
会をしながら食べました。

♥Town Topics
幻想的な世界へ

～ 万灯山公園イルミネーション点灯式 ～
はまだ

集中してふっとひと吹き！
～ スポーツ吹矢研修会 ～

みすみ

ランニングしながら見守りたい
～ どんちっちキラリパトロール隊委嘱式 ～

みすみ

感謝の心で奏でる津軽の響き
～ 金城自治区公民館人権講演会 ～

かなぎ

あさひの秋を満喫
～ 旭ふる里まつり2018 ～

あさひ

みすみの魅力を満喫しよう
～ みすみフェスティバル ～

みすみ

それぞれの走りで挑戦
～ 2018旭ロードレース大会 ～

あさひ

地域の危険箇所を確認
～ 健康＆防災ウォーキング ～

あさひ
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まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

集落の自慢の農産物や加工品を求める来場者

5,000食のBB大鍋を準備する

大盛況のお楽しみ抽選会

竹竿と毛布で作った担架で人形を運ぶ子どもたち

11月３日㈷、弥栄産業まつりが弥栄支所前イベント広場で開
催されました。
当日は、多くの地元集落が出店し、収穫された農作物やアイ

デアを出し合い加工した特産品などの販売が行われました。当
日は天候にも恵まれ、朝早くから野菜や特産品を求めに、多く
の来場者でにぎわいました。
ステージでは、保育園児や小学生による子供神楽や中学生に

よる和太鼓、よさこい踊り、餅まきなどのアトラクションが行
われ大いに盛り上がりました。

11月３日㈷、しまねお魚センター周辺特設会場で「ＢＢ大鍋
フェスティバル2018」が開催され、約28,000人が訪れました。
地元産の魚や野菜をふんだんに使った、5,000食のＢＢ大鍋が
来場者に振る舞われ、訪れた人たちは、舌鼓を打ちました。
浜田産海鮮グルメを提供する「Ｓｅａー1グルメフェスティ

バル2018」も同時に開催され、来場者による投票で、浜田の海
で生活する会「浜守の塩焼きそば」が見事グランプリに輝きま
した。また、石見神楽や浜っ子ハイヤ節、ダンスなど多彩なス
テージイベントもあり、来場者は祭りを楽しんでいました。

11月３日㈷・４日㈰、ふれあいジム・かなぎで第31回さざん
か祭りが開催されました。両日とも天候に恵まれ5,500人の来
場者でにぎわいました。
屋内では地域の皆さんの発表や石見神楽の上演、ミニ四駆大

会が開催され、屋外では各地区のまちづくり推進委員会の特産
品を一堂に集めた出店や、農林畜産物の展示販売など多彩な催
しが行われました。
来場された人はお目当ての商品を購入し、祭りを満喫してい

ました。

10月27日㈯、まちづくり防災運動会が弥栄中学校体育館で開
催されました。これは昨年開催した杵束地区防災大運動会を弥
栄町内の全住民に拡大し、防災意識の向上と住民たちの交流・
懇親を深めるために企画したものです。
参加者は、竹竿と毛布で担架を作り人形を運んだり、防災士

からキッチンペーパーと輪ゴムで作る簡易マスクや新聞紙で作
るスリッパ作りを教わったりました。起震車による巨大地震の
体験もあり、最後は炊き出し訓練でカレーライスを作りおいし
く食べました。

受信希望情報・自治区選択画面

登
録
方
法

①ham
ada@

xpressm
ail.jp

に

メ
ー
ル
を
送
信
。

※　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
左
図
か
ら
ア
ド
レ
ス

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

ア
ド
レ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
。

③
受
信
希
望
情
報
と
お
住
ま
い
の
自

治
区
を
選
び
、「
確
認
」
を
選
択
。

次
に
表
示
さ
れ
る
登
録
確
認
画
面

で
「
登
録
」
を
選
択
。

※　
返
信
メ
ー
ル
が
返
っ
て
こ
な
い

時
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
が
原
因

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
こ
ち
ら
の
ド
メ
イ
ン
「@

おいしい食べ物づくりと心豊かなまちづくり
～ 弥栄産業まつり ～

やさか

恒例の大鍋に舌鼓
～ ＢＢ大鍋フェスティバル2018 ～

はまだ

防災について楽しく学ぼう
～ まちづくり防災運動会 ～

やさか

かなぎ最大の祭りを満喫
～ さざんか祭り ～

かなぎ

安
全
安
心

高
速
道
路
で
の
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
強
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
り
高
速
道

路
内
に
竹
や
樹
木
が
倒
れ
込
み
、
走

行
中
の
車
に
衝
突
す
る
と
い
っ
た
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
沿
線
に
お
い
て
竹
林
や

森
林
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
事
故

防
止
の
た
め
、
伐
採
な
ど
の
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
高
速
道
路
上
に
竹
な
ど
が
倒
れ
込

む
可
能
性
が
あ
り
、
危
険
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
実

際
に
倒
れ
込
ん
だ
場
合
に
は
、
安
全

確
保
の
た
め
断
り
な
く
伐
採
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
高
速
道
路
を
安
全
・
快
適
に
通
行

で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
西
日
本
高
速
道
路
㈱
中
国

支
社　
千
代
田
高
速
道
路
事
務
所

管
理
第
一
課　

　
☎
０
８
２
６
72
５
３
３
１

防
災
防
犯
メ
ー
ル
を
活
用
し

ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
気
象
情
報
や
防
災
危
機

情
報
、
防
犯
交
通
情
報
を
「
防
災
防

犯
メ
ー
ル
」
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
、
メ
ー
ル

で
受
信
し
た
情
報
は
、
内
容
を
何
度

で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

非
常
に
有
効
な
情
報
収
集
手
段
で
す
。

ま
だ
ご
利
用
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
し
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

xpressm
ail.jp

」
を
許
可
し
て

く
だ
さ
い
。
う
ま
く
登
録
で
き
な

い
時
や
ご
不
明
な
点
は
、
安
全
安

心
推
進
課
、
各
支
所
防
災
自
治

課
、
又
は
市
内
の
各
携
帯
電
話
会

社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
㉕
９
１
２
２

生
活
・
環
境

調
理
師
業
務
従
事
者
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に
従

事
す
る
調
理
師
は
、
調
理
師
法
第
５

条
の
２
に
基
づ
き
、
２
年
ご
と
に
、

そ
の
就
業
地
の
都
道
府
県
知
事
に

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
県
内
で
寄
宿
舎
、
学
校
、

病
院
、
事
業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、

　
そ
の
ほ
か
多
数
人
に
飲
食
物
を
調

理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設
・
飲

食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ

う
ざ
い
製
造
業
調
理
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
調
理
師

※　
調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

で
も
調
理
師
の
業
務
に
従
事
し
て

い
な
い
人
は
届
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※　
県
内
在
住
で
も
、
県
外
で
従
事

し
て
い
る
人
は
従
事
先
の
都
道
府

県
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限　
１
月
15
日
㈫

届
出
方
法　
届
出
用
紙
に
平
成
30
年

12
月
31
日
現
在
の
状
況
を
記
入
の

上
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※　
届
出
用
紙
は
、
市
役
所
環
境
課

又
は
浜
田
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

※　
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
に
よ
る
手
続
も
可
能
で

す
。

届
出
・
問
合
せ　
浜
田
保
健
所
健
康

増
進
課
☎
㉙
５
５
５
２　

お
墓
を
建
て
る
と
き
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
お
墓
を
建
て
る
に
は
市
町
村
の
許

可
が
必
要
な
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

「
墓
地
・
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
よ
り
、
墓
地
と
し
て
許
可

を
受
け
た
土
地
以
外
に
遺
骨
を
埋
蔵

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
建

立
に
は
現
地
確
認
や
分
筆
登
記
、
地

目
の
変
更
な
ど
多
く
の
手
続
が
必
要

で
す
。

　
無
許
可
の
ま
ま
お
墓
を
建
て
て
し

ま
い
、
近
隣
の
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま

す
。
お
墓
を
建
て
る
場
所
が
私
有
地

で
あ
っ
て
も
必
ず
市
役
所
へ
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
墓
の
新
設
や
移
転
な
ど
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
は
、
環
境
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
施
設
管
理
係

　
☎
㉕
９
４
３
０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

３月29日㈮まで利用期間を延長しました

新水道料金 フリーダイヤル問合せ
専 用

浜田市上下水道部からのお知らせ

☎０８００－５５５－１
い
１
い
３
み
２
ず

（
仮
称
）
新
浜
田
ウ
ィ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業
環
境
影

響
評
価
方
法
書
に
係
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

　

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
、

「（
仮
称
）
新
浜
田
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
発
電
事
業
環
境
影
響
評
価
方
法

書
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
事
業　
（
仮
称
）
新
浜
田
ウ
ィ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業

事
業
者
名　
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

事
業
区
域　
浜
田
市
及
び
益
田
市
の

行
政
界
付
近
の
稜
線
上

事
業
規
模　
発
電
出
力
１
基
３
．
４

Ｍ
Ｗ
級
を
17
基
程
度
）

説
明
会

・
金
城
地
区

日
時　
１
月
20
日
㈰

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　
波
佐
公
民
館（
と
き
わ
会
館
）

・
弥
栄
地
区

日
時　
１
月
16
日
㈬

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　
弥
栄
会
館

日
時　
１
月
20
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
弥
栄
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

・
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト

・
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０

　
水
道
料
金
改
定
に
伴
う
使
用
者
の

皆
さ
ん
の
新
水
道
料
金
問
合
せ
専
用

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
を
３
月
29

日
㈮
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号

☎
０
８
０
０
‐
５
５
５
‐
１い

１い

３み

２ず

受
付
時
間　
平
日　
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　
上
下
水
道
部
管
理
課
料
金

係　
☎
㉕
９
９
０
３

サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク
ス
で

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
終
了
し
ま
し
た

　
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク
ス
店
舗
で

の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
、
平
成
30
年
11
月
30
日
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が

可
能
な
店
舗
は
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
・
ポ
プ

ラ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
み
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
㉕
９
４
０
０

水
道
料
金
改
定
に
伴
う
問
合

せ
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用

を
延
長
し
ま
す

住

宅

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

産

業

地
域
活
性
化

　
島
根
県
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
、
浜
田
・
旭
・
三
隅
都
市
計
画

区
域
に
お
け
る
、
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針
（
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
案
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。

縦
覧
期
間
（
平
日
開
庁
日
）

　

１
月
22
日
㈫
〜
２
月
５
日
㈫

縦
覧
場
所

　
市
役
所
北
分
庁
舎
３
階
建
設
企
画

課
、
島
根
県
都
市
計
画
課
（
県
庁

南
庁
舎
４
階
）

※　
島
根
県
都
市
計
画
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
方
法

　
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
す
る
か
、

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※　
用
紙
は
、
縦
覧
場
所
か
島
根
県

都
市
計
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

浜
田
・
旭
・
三
隅
都
市
計
画

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

入
手
で
き
ま
す
。

※　
２
月
５
日
㈫
午
後
５
時
15
分
必
着

提
出
・
問
合
せ

・
島
根
県
都
市
計
画
課

　
〒
６
９
０-

８
５
０
１ 

松
江
市
殿

町
８
番
地　

　
☎
０
８
５
２
㉒
５
６
９
９

・
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

　
〒
６
９
７-

８
５
０
１ 

浜
田
市
殿

町
１
番
地

　
☎
㉕
９
６
０
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
を
ご
存
知
で
す
か

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
が

あ
り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加
入

し
て
い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
人
で
、
退
職
金
請

求
手
続
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い
人

は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
林
退
共
の

支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部

で
は
、
被
共
済
者
に
確
実
に
退
職
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
現
況
調
査
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
案

内
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
９

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

　
県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
、
お
お
む
ね

10
人
以
上
の
構
成
員
が
い
る
民
間

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
の

半
数
以
上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
代
表
者
が
女
性
で
、
役
員

の
半
数
以
上
が
女
性
で
あ
る
こ
と

が
目
安
と
な
り
ま
す
）

対
象
事
業　
４
月
１
日
〜
２
０
２
０

年
３
月
31
日
に
実
施
す
る
次
の
事
業

⑴　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円
〜

50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

申
込
締
切
日　
１
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　
申
請
用
紙
は
、
人
権
同
和
教
育

啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支
所
防
災

自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
３
月
下
旬

申
込
み
・
問
合
せ　
公
益
財
団
法
人

し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内　
公
益

信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務

局　
☎
０
８
５
４
84
５
５
１
４

平
成
31
年
度
「
緑
の
募
金
公

募
事
業
」
の
応
募
団
体
を
募

集
し
ま
す

　
「
緑
の
募
金
公
募
事
業
」
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
家
庭
募
金
、
企

業
・
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
職
場
募

金
な
ど
の
「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し

て
、
地
域
団
体
が
自
ら
緑
化
に
取
り

組
む
事
業
で
す
。

募
集
対
象
事
業　
森
林
へ
の
植
林
活

動
、
青
少
年
の
環
境
教
育
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
よ
る
緑
化
運
動
の
普

及
・
啓
発
活
動
な
ど

※　
事
業
内
容
に
よ
っ
て
補
助
率
が

異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
農
林
振
興
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
島
根
県
緑
化
推
進
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

申
込
期
間　
１
月
24
日
㈭
（
必
着
）

問
合
せ

・
島
根
県
緑
化
推
進
委
員
会

　
☎
０
８
５
２
㉑
８
０
４
９

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　

〒
６
９
７-

８
５
０
１　

浜
田
市

殿
町
１
番
地　
☎
㉕
９
５
１
０

市
民
ロ
ビ
ー
特
産
品
展
示
の

ご
案
内

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
和

紙
・
日
本
の
手
漉
き
和
紙
技
術
」
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
石
州
半
紙
、

本
美
濃
紙
（
岐
阜
県
美
濃
市
）、
細

川
紙（
埼
玉
県
小
川
町・東
秩
父
村
）

の
製
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
州
４
工
房
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
も

合
わ
せ
て
展
示
中
で
す
。
３
産
地
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
魅
力
に
触
れ
る
こ

と
で
、
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　
３
月
末

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
合
せ

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
０
２

税
務
・
納
税

　
今
年
も
、
２
月
上
旬
か
ら
３
月
中

旬
ま
で
の
間
、
市
民
税
県
民
税
な
ど

の
申
告
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

各
会
場（
自
治
区・出
張
申
告
会
場
）

の
日
程
や
時
間
、
申
告
書
用
紙
や
申

告
書
の
書
き
方
な
ど
は
、「
広
報
は

ま
だ
」
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

申
告
の
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉕
９
２
３
２

平
成
31
年
度
市
民
税
県
民
税（
兼

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

　
特
別
徴
収
の
徹
底
に
伴
い
、
普
通

徴
収
に
切
替
え
が
で
き
る
従
業
員
は

一
定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
普
通
徴
収
の

理
由
に
該
当
す
る
場
合
、「
普
通
徴

収
切
替
理
由
書
（
兼
仕
切
紙
）」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
給

与
支
払
報
告
書
の
摘
要
欄
に
、
該
当

す
る
理
由
（
記
号
）
の
記
載
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
方
法
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
12
月
下
旬
に
お
送
り

し
た
給
与
支
払
報
告
書
総
括
表
に
同

封
の
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す

　
平
成
30
年
分
の
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
に
は
、
必
ず
平
成
31
年
度
の

新
様
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
税
務
課

対
象　
平
成
31
年
１
月
１
日
に
浜
田

市
に
住
所
が
あ
る
人

※　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
の

給
与
支
払
報
告
書
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
方
法　
給
与
支
払
報
告
書
は
、

　
正
本
と
副
本
の
２
部
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
正
本
に
は
浜
田
市
提

出
用
の
総
括
表
と
「
普
通
徴
収
切

替
理
由
書
（
兼
仕
切
紙
）」
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提

出
も
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈭

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、
光

デ
ィ
ス
ク
や
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
提
出

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉕
９
２
３
２

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

平
成
31
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登

記
が
免
税
に
な
り
ま
す

　
相
続
登
記
が
未
了
の
ま
ま
長
年
放

置
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
手
続
に
か

か
る
費
用
の
負
担
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
定
の
土
地
に

つ
い
て
は
、
登
録
免
許
税
を
課
さ
な

い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

免
税
の
対
象
と
な
る
土
地
の
範
囲

　
市
街
化
区
域
以
外
の
土
地
で
あ
る
、

浜
田
市
の
全
部
で
あ
り
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
上
の
価
格
が
10
万
円
以
下

の
土
地

期
間　
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の

申
請
分

問
合
せ

　
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

　
☎
㉒
０
９
５
９

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ　
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係　
☎
㉕
９
２
０
０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

職種 勤務日数 勤務日 勤務地 勤務時間

主任支援員 月～土曜日のう
ち、５～６日

月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの５時間程度弥栄自治区 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日

浜田自治区
弥栄自治区

 8:00～18:00までの５時間程度

支援員 月～金曜日 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

代替支援員 月～土曜日のうち、勤務可能な日
月～金曜日 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休業日は、 8:00～18:00までの５時間程度

資
格
要
件　
次
の
①
〜
⑦
の
う
ち
、

１
つ
以
上
を
満
た
す
人

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研

修
修
了
証
を
有
す
る
人

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
又

は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資
格
を

有
す
る
人

④
２
年
以
上
、
助
産
施
設
・
乳
児

院
・
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保
育

所
（
園
）・
児
童
厚
生
施
設
・
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
こ

と
の
あ
る
人

⑤
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る
人

⑥
大
学
に
て
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、

教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
体

育
学
を
専
修
す
る
学
科
を
終
了
し

卒
業
し
た
人

⑦
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ
る

人
雇
用
期
間　
４
月
〜
２
０
２
０
年
３
月

勤
務
日　
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
日

申
込
締
切
日　
１
月
25
日
㈮

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を
貼
っ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
面
接
・
書
類
選
考

※　

雇
用
条
件
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
☎
㉕
９
３
３
０

・
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

　
☎
48
２
６
５
６

　
市
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
浜

田
自
治
区
13
か
所
、
弥
栄
自
治
区
１

か
所
）
で
小
学
校
の
児
童
の
生
活
指

導
に
当
た
る
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

・
主
任
支
援
員　
14
人
程
度

・
支
援
員　
　
　
37
人
程
度

・
代
替
支
援
員　
25
人
程
度

放課後児童クラブ・放課後児童居場所一覧
クラブ名 対象の小学校 提出・問合せ

浜
田

杉の子学級放課後児童クラブ
石見小

子育て支援課
☎㉕９３３０

杉の子第２学級放課後児童クラブ
杉の子第３学級放課後児童クラブ
ふたば学級放課後児童クラブ 原井小
ひまわり学級放課後児童クラブ 周布小ひまわり第２学級放課後児童クラブ
山ばと学級放課後児童クラブ 美川小
さくら学級放課後児童クラブ 三階小さくら第２学級放課後児童クラブ
くすのき学級放課後児童クラブ 松原小
かもめ学級放課後児童クラブ 国府小かぜの子学級放課後児童クラブ
とびうお学級放課後児童クラブ 長浜小
若潮学級放課後児童クラブ 雲雀丘小

金
城
雲城地区児童クラブ 雲城小 金城支所市民福祉課

☎42１２３５今福地区児童クラブ 今福小
旭今市児童クラブ 旭小 旭支所市民福祉課

☎45１４３５
弥
栄やさか児童クラブ 弥栄小 弥栄支所市民福祉課

☎48２６５６
三
隅
三隅小児童クラブ 三隅小 三隅支所市民福祉課

☎32２８０６岡見小児童クラブ 岡見小
金
城波佐保育園（放課後児童居場所）波佐小 波佐保育園 ☎44０４４９

夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

負
担
金　
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
６

０
０
０
円
（
お
や
つ
代
１
０
０
０

円
を
含
む
）

※　
夏
休
み
期
間
中
の
７
月
・
８
月

は
２
５
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

土
曜
日
の
利
用
者
は
月
額
１
７
０

０
円
（
お
や
つ
代
２
０
０
円
を
含

む
）
を
加
算
し
ま
す
。
別
途
、
傷

害
保
険
料
が
必
要
で
す
。

※　
兄
弟
・
姉
妹
同
時
入
会
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
、
生
活
保
護
世

帯
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈮
〜
31
日
㈭

申
込
方
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
就
労
証

明
書
な
ど
を
添
え
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所　
波
佐
保
育
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
☎
㉕
９
３
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業
用

償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
期
限

ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈭

※　
償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

償
却
資
産
申
告
書
（
12
月
中
旬
送

付
済
み
）
に
同
封
し
て
い
る
「
申

告
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※　
償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
人
、
又
は
圧
着
は
が
き
で

申
告
案
内
が
あ
っ
た
人
で
資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

　
資
産
税
課
資
産
税
第
一
係
・
第
二

係　
☎
㉕
９
２
３
３

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

子

育

て

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
☎
㉕
９
３
３
０

平
成
31
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
31
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
居
場
所

入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課
後

児
童
居
場
所
は
、
小
学
校
の
児
童
で
、

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
放
課
後
家
庭

に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
生
活
の

場
を
提
供
し
、
遊
び
や
生
活
指
導
を

と
お
し
て
そ
の
児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
も
の
で
す
。

対
象
児
童　
平
成
31
年
度
に
小
学
校

に
在
籍
す
る
児
童

定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
波
佐
小
学
校

以
外
の
15
校
）

   
各
ク
ラ
ブ
（
20
人
〜
70
人
）

放
課
後
児
童
居
場
所
（
波
佐
小
学
校

の
み
）

　
５
人
程
度

※　
定
員
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
・
居
場
所

の
状
況
に
応
じ
て
調
整
し
ま
す
。

実
施
日
時

・
月
〜
金
曜
日
（
平
常
授
業
日
）

　
放
課
後
〜
午
後
６
時

・
学
校
の
振
替
休
業
日
・
土
曜
日
・

平
成
31
年
度
償
却
資
産
（
固

定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
平
成
31
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
さ
れ
る
人
で
、
卒
業

後
県
内
の
保
育
所
（
園
）
な
ど
に

勤
務
し
よ
う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　
そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
世
帯
な

ど
へ
は
、
入
学
準
備
金
20
万
円
以

内
、
就
職
準
備
金
20
万
円
以
内
、

生
活
費
加
算
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免
除

募
集
期
限　
１
月
31
日
㈭

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

　
☎
０
８
５
２
32
５
９
９
６

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額　

①
県
社
協
貸
付
決
定
者　

　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者　

　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）
貸
付
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係
る

資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象　
平
成
31
年
４
月
の
進
学
な
ど

を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
・
母

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦

・
父
母
の
い
な
い
児
童

※
「
児
童
」
と
は
、
20
歳
に
満
た
な

い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資

金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専
修

学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に

就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業

料
・
書
籍
代
・
交
通
費
な
ど
の
資

金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業
す

る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や
被
服

な
ど
の
購
入
資
金
）

※　
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の

貸
付
を
受
け
る
場
合
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
、
寡
婦
の

知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金

（
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
は

利
子
年
１・
０
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

申
請
締
切
日　
２
月
28
日
㈭

※　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
㉕
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

を
し
ま
す

　
精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い
が
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

及
び
市
民
税
県
民
税
の
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
対
象
に
該
当
す
る
人
は
、
健

康
長
寿
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
が
、
同
等
の
障
が

い
の
あ
る
人

※　
既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
、
認

定
書
を
持
っ
て
い
る
人
で
前
年
度

と
障
が
い
の
程
度
が
変
わ
ら
な
い

人
や
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
30
万
円

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
40
万
円

※　
障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、

市
民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

平
成
31
年
度
い
き
い
き
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

対
象　
平
成
31
年
度
い
き
い
き
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
受
託
を
希
望
、

又
は
検
討
中
の
事
業
者

日
時　
２
月
12
日
㈫

　
午
後
２
時
〜
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂

問
合
せ　
健
康
長
寿
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係　
☎
㉕
９
３
２
１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

①　検診会場で容器を配布します（検診日
程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、１か月
程度で受診者へ送付されます。

対象　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
※　今年度、職場検診や人間ドックなどで大腸がん
検診を受診された人は、受ける必要はありません。

受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。右図の流れ
を確認し、間違いのないようにお願いします。
浜田自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

１月15日㈫

10:00～10:30 大麻公民館
13:00～13:30 美川公民館
14:00～14:20 美川公民館西分館
14:50～15:10 櫟田原公民館

１月16日㈬
 9:30～10:30 長浜公民館
11:00～11:30 長浜商港会館
13:30～14:30 周布公民館

１月17日㈭  9:30～10:30 石見公民館
11:00～11:30 長沢２町内児童館

１月18日㈮  9:30～10:30 国府公民館
11:15～11:45 国府公民館有福分館

１月21日㈪
　～23日㈬  9:00～17:00 市役所東分庁舎１階地域医療対策課

浜　田　市
検診の流れ

受　診　者

検　査　機　関

容器の取りまとめについて
　職場やグループ・団体で取りまとめて申込みを希
望される場合は、容器配付について個別に相談に応
じます。（人間ドックや職場などで大腸がん検診を
受診された人は除きます）
　地域医療対策課、各支所市民福祉課にご連絡くだ
さい。

平成30年度国民年金保険料納付額
※　平成31年度保険料額は、2月上旬に告示される予定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納
付及び翌月末振替の口座振替） 16,340円 －
毎月納付【早割】（当月末振替の口座振替） 16,290円 50円
６か月分前納（現金納付） 97,240円 800円
６か月分前納（口座振替） 96,930円 1,110円
１年分前納（現金納付）192,600円 3,480円
１年分前納（口座振替）191,970円 4,110円
２年分前納（現金納付）378,580円 14,420円
２年分前納（口座振替）377,350円 15,650円

事
前
申
込　
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所　
　

　
☎
㉒
０
６
７
０

・
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

　
☎
㉕
９
４
１
１

　年齢を重ねるにつれ、病気や老化による心身の衰え、
社会生活の変化などによって健康の維持が難しくなっ
てきます。たとえ病気が１つや２つあっても、要介護
状態にならず、生きがいや幸せが実感できる生活を目
指しましょう。

「食事」「運動」「社会参加」で健康づくりの行動をおこしましょう

「社会参加」…家に閉じこもらず、外に出
て人とコミュニケーションをとりましょう。
　人と出会っておしゃべりをすることや、ふれあうこ
とが脳を若々しくします。
　家族や友人、地域の人とのつながりが、人生の生き
がいにもなります。
　また、地域とのつながりは、緊急時・災害時の大き
な力となります。

　新年の目標に、「食事」「運動」「社会参加」などの
健康づくりの目標をたてて実践してみませんか。

　　　　　　　　　　　　　　三隅支所市民福祉課

「食事」…健康的な食生活を実践しましょう。
　減塩でバランスのよい食事をしましょう。特にたん
ぱく質が不足してしまう人が多くいます。たんぱく質
は、血や筋肉をつくり、抵抗力を高めてくれます。魚・
肉・卵・大豆製品、牛乳や卵も毎日適切な量を食べて、
低栄養にならない体づくりをしましょう。
　

「運動」…生活に運動を取り入れましょう。
　普段から歩くことを心がけ、週１回以上運動をし、
自分にあったペースで、散歩やウォーキング、体操な
どの運動を日々の生活習慣に取り入れてみませんか。

大腸がん検診を受けましょう

１月各種がん検診の日程
　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各
種がん検診を、無料で受診することができます。
がん検診受診の際は、本人確認ができるもの（健
康保険証・運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合
は、２回目以降全額負担となります。

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及
びクーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

☎㉘７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
２月28日㈭まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。
対象　20歳～49歳までの女性
実施期間 ２月28日㈭まで

実施場所

江木医院　☎㉒１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎㉕９３１１

子宮頸がん検診の受診間隔について
今回の受診結果 対応又は受診間隔

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陰性（－）」 次回は、3年後に受診

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陽性（＋）」 次回は、1年後に受診
細胞診「異常あり」 精密検査を受診

※　一般的な間隔ですので、医師の指示を守りましょう。

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医

療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

保
険
・
医
療

年

金

　
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
、

医
療
費
通
知
を
送
付
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
、
医

療
費
通
知
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

発
送
時
期
（
予
定
）
１
月
下
旬

対
象
診
療
年
月

 

平
成
29
年
11
月
〜
平
成
30
年
10
月

※　
11
〜
12
月
診
療
分
や
、
医
療
費

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
医
療

費
が
あ
る
場
合
は
、
ご
自
身
で
領

収
書
に
基
づ
い
て
、
別
途
「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
て

申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※　
療
養
費
（
柔
道
整
復
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ
う
）
に

つ
い
て
、
療
養
費
通
知
を
確
定
申

告
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成

30
年
５
月
、
９
月
送
付
分
と
平
成

31
年
１
月
送
付
予
定
分
を
あ
わ
せ

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

10
月
〜
12
月
受
療
分
に
つ
い
て
は

施
術
所
が
発
行
す
る
領
収
書
が
必

要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

・
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　
☎
０
８
５
２
⑳
７
５
２
５

・
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

　
☎
㉕
９
４
１
２

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る｢

前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
に
は
、

口
座
振
替
・
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
が
あ
り
ま
す
。

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎㉕９３１１

健 康 コラムコラム
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伝 言 板
まちかど

日
時　
１
月
４
日
㈮
〜
３
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

　
☎
㉓
６
４
５
３

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 締切日

シンチャオ・
ベトナム語講座

～入門Ⅲ～

１月15日～３月19日の火曜日
午後１時30分～３時 浜田公民館 15人 3,000円 １月11日㈮
（テキスト代2,200円が必要な場合あり）

シンチャオ・
ベトナム語講座

～初級Ⅲ～

１月21日～３月25日の月曜日
午後７時～８時30分 浜田公民館 15人 3,000円 １月11日㈮
（テキスト代3,300円が必要な場合あり）

申込み　電話で浜田国際交流協会へ　☎㉔１２４１　　　　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

対
象　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
程
度

定
員　
10
人

検
定
料　
２
２
０
０
円

入
校
料　
５
６
５
０
円

授
業
料　
９
９
０
０
円
×
12
か
月

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
９
０
０
０
０
円

程
度
必
要
）

②
建
築
科

対
象　
中
学
校
以
上
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
程
度

定
員　
８
人

授
業
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

７
０
０
０
０
円
程
度
必
要
）

③
機
械
加
工
・
溶
接
科

対
象　
中
学
校
以
上
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
程
度

定
員　
９
人

授
業
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

８
５
０
０
０
円
程
度
必
要
）

①
〜
③
共
通

入
校
検
定
日　
１
月
22
日
㈫

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間　
４
月
か
ら
１
年
間

検
定
会
場
・
訓
練
場
所　

　
西
部
高
等
技
術
校
（
益
田
市
）

申
込
み　
入
校
願
を
新
規
学
卒
の
人

は
西
部
高
等
技
術
校
へ
、
新
規
学

卒
以
外
の
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

予
備
自
衛
官
補

一
般
公
募

応
募
資
格　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

人
（
平
成
31
年
７
月
１
日
現
在
）

受
付
締
切
日　
４
月
12
日
㈮（
必
着
）

試
験
日　
４
月
20
日
㈯
〜
24
日
㈬
い

ず
れ
か
１
日

試
験
内
容　
教
養
試
験
・
作
文
・
口

述
試
験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

技
能
公
募

応
募
資
格　
国
家
免
許
資
格
な
ど
を

保
有
す
る
18
歳
以
上
53
歳
〜
55
歳

未
満
の
人
（
平
成
31
年
７
月
１
日

現
在
）

※　
技
能
に
よ
り
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。

受
付
締
切
日　
４
月
12
日
㈮（
必
着
）

試
験
日　
４
月
20
日
㈯
〜
24
日
㈬
い

ず
れ
か
１
日

試
験
内
容　
小
論
文
・
口
述
試
験
・

適
性
検
査
・
身
体
検
査

試
験
会
場　
別
途
通
知
し
ま
す
。

男
女
自
衛
官
候
補
生
（
陸・海・空
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

人
（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

受
付
期
間　
試
験
日
の
前
日
ま
で

試
験
日　
①
２
月
２
日
㈯
・
②
２
月

23
日
㈯
・
③
３
月
９
日
㈯

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

　
・
作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部　
☎
０
８
５
２
㉑
０
０
１
５
・

浜
田
出
張
所　
☎
㉒
１
３
３
４

日
時　
１
月
６
日
㈰
〜
２
月
28
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館・祝
日
の
場
合
翌
平
日
休
館
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
32
４
１
７
０

対
象　
60
歳
以
上

日
時　
２
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

内
容　
清
掃
業
務
従
事
者
の
基
本
的

な
知
識
・
技
術
講
習（
実
習
あ
り
）

定
員　
15
人

料
金　
無
料

申
込
み　
１
月
30
日
㈬
ま
で
に
浜
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
㉓
４
６
８
０

日
時　
１
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後
６
時

電
話
相
談

　
☎
０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
６
２
９

面
談
相
談
（
要
予
約
）

場
所　
中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店
２

階
会
議
室

申
込
み　
島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根
へ

　
☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２

日
時　
１
月
15
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
浜
田
公
民
館（
電
話
相
談
あ
り
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
行
政
書
士
会
浜
田

支
部　
山
田
さ
ん

　
☎
０
９
０-

５
６
９
９-

９
５
３
６

募
集
件
数　
若
干
数
（
女
子
）

募
集
内
容

施
設　
個
室
が
望
ま
し
い
（
ト
イ
レ

　
・
浴
室
な
ど
は
家
族
と
共
用
可
）

食
事　
平
日
の
朝
食
と
夕
食
（
昼
の

弁
当
と
土
日
に
つ
い
て
は
要
相
談
）

家
賃　
１
か
月
６
万
円
程
度

期
間　
１
年
間
〜
で
き
る
だ
け
長
期
間

※　
条
件
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
水
産
高
等
学
校

　
☎
㉒
３
０
９
８

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
１
月
18
日
㈮
〜
31
日
㈭

抽
選
日　
２
月
中
旬

入
居
可
能
時
期　
３
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
㉕
０
５
３
５

応
募
資
格

・
平
成
31
年
度
に
市
内
の
高
等
学
校

に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒

募
集
人
数　
若
干
名

支
給
金
額　
年
間
12
万
円

支
給
期
間　
４
月
〜
２
０
２
０
年
３

月
（
継
続
は
１
年
ご
と
の
手
続
に

よ
り
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
１
月
10
日
㈭

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
42
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
㉒
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
㉒
１
４
１
７

願
書
提
出
先　
市
内
各
中
学
校

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　
市
内
各
中
学
校
又
は
浜
田

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
☎
㉒
９
６
５
１

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２
枠を結合して広告を掲載することもできます。
申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。
申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎㉓２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています

お
出
か
け

浜
田
郷
土
資
料
館

「
中
川
茂
樹
寄
贈
資
料
披
露
展
」

〜
浜
田
思
い
の
情
熱
家
〜

有

料

広

告

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室
・
語
学
教
室

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

資
格・試
験

自
衛
官
な
ど

石
州
和
紙
会
館

杖
田
貴
紀
親
子
絵
画
展

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習

（
清
掃
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習
）

教
室・講
座

相
　
　談

「
く
ら
し
・
仕
事
」

悩
み
事
出
張
相
談
会
in
浜
田

く
ら
し
の
困
り
ご
と

「
行
政
書
士
」
に
聞
い
て
み
よ
う

行
政
書
士
無
料
相
談
会

募
　
　集

浜
田
水
産
高
等
学
校

高
校
生（
女
子
）の
下
宿
先
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
奨
学
生
募
集

クックパッド 浜田市公式キッチン
「浜田市びぃびくん食堂」

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎㉕９３１１問合せ　浜田開府400年祭実行委員会　☎㉕９２２８
http://hamada400.jp
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企
画
展
「
追
悼
水
木
し
げ
る　
ゲ
ゲ

ゲ
の
人
生
展
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
①

グ
ラ
ン
ト
ワ
ｔｅａ
ガ
ー
デ
ン

「
福
茶
」

日
時　
１
月
２
日
㈬　
午
前
11
時
〜

場
所　
石
見
美
術
館
ロ
ビ
ー

内
容　
お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
お
茶

を
提
供
し
ま
す

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
企
画
展
観
覧
券
又
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必

要
）

企
画
展
「
追
悼
水
木
し
げ
る　
ゲ
ゲ

ゲ
の
人
生
展
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
②

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
冬
マ
ル
シ
ェ
」

日
時　
１
月
13
日
㈰
（
小
雨
開
催
）

　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　
中
庭
広
場
ほ
か

内
容　
鳥
取
県
境
港
市
の
名
物
か
に

汁
や
石
見
の
飲
食
な
ど
を
販
売

料
金　
無
料
（
飲
食
な
ど
有
料
）

年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館
（
新
年
第

１
回
目
の
休
館
日
は
１
月
８
日
㈫
）

特
別
展

「
Ｐｅｎｇ
ｕ
ｉｎ　
Ⅹテ

ン

〜
あ
り
が
と

う
、
ペ
ン
ギ
ン
館
10
周
年
〜
」

日
時　
１
月
14
日
㈷
ま
で

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

迎
春
石
見
神
楽
「
恵
比
須
」

日
時　
１
月
１
日
㈷
・
２
日
㈬

　
午
後
１
時

場
所　
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ
ア
ー

日
時　
２
月
24
日
㈰
ま
で

　
①
午
前
11
時
〜　
②
午
後
２
時
〜

場
所　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定
員　
各
回
15
人
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

日
時　

３
月
31
日
㈰
ま
で
の
土
・

日
・
祝
日
（
１
月
７
日
㈪
ま
で
は

毎
日
開
催
）

　
午
後
０
時
30
分
（
20
分
程
度
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ア
ザ
ラ
シ
た
ち
と
ハ
イ
ポ
ー
ズ
♪
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
１
月
28
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
10
組
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
節
分
ス
ペ
シ
ャ
ル
!?
神
楽
面
を
作

ろ
う
！
」

日
時　
１
月
27
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

講
師　
エ
ク
ス
和
紙
の
館
の
皆
さ
ん

定
員　
30
人

料
金　
１
個
３
５
０
円

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
㉘
３
６
１
４

日
時　
３
月
３
日
㈰

場
所　
浜
田
市
陸
上
競
技
場
前
広
場

（
浜
田
市
陸
上
競
技
場
は
改
修
工

事
の
た
め
雨
天
コ
ー
ス
で
実
施
）

料
金　
一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生

１
０
０
０
円
、
中
学
生
７
０
０

円
、
小
学
生
５
０
０
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
２
０
０
０
円

参
加
区
分

（
詳
細
は
別
途
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

１
部
（
５
㎞
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

中
学
校
卒
業
〜
一
般
の
男
子

２
部
（
３
㎞
）
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ

　
60
歳
以
上
男
子
、
中
学
校
男
子
・

女
子
、
高
校
〜
一
般
女
子

３
部
（
２
㎞
）
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｕ
Ｖ
Ｗ

　
小
学
校
４
〜
６
年
生
男
子
・
女
子

４
部
（
１
㎞
）
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

　
小
学
校
１
〜
３
年
生
男
子
・
女
子

５
部
（
１
㎞
）
Ｘ
Ｙ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
グ
ル
ー
プ

申
込
み　
２
月
12
日
㈫
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
浜
田
市
陸

上
競
技
協
会
事
務
局
へ
、
合
わ
せ

て
参
加
料
を
郵
便
振
替
で
振
込
み

（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
ー
５
ー
７
２

９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）

問
合
せ　
三
隅
中
学
校
内　
小
谷
信

介
さ
ん　
☎
32
０
０
６
２

日
時　
２
月
９
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

内
容　
学
習
活
動
発
表
、
作
品
即
売

会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど

問
合
せ　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事

務
局　
☎
㉔
９
３
３
６

日
時　
２
月
７
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
い
わ
み
ー
る 

４
０
３
会
議
室

講
師　

越
野
由
美
子
さ
ん
（
２
級

キ
ャ
リ
ア･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
士
）

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田　
☎
㉕
５
１
１
１

日
時　
２
月
７
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
抽
選
と
し
、
結
果
を

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
１
月
15
日
㈫
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ　
☎
㉕
９
５
２
０

日
時　
２
月
３
日
㈰　
①
正
午
〜
午

後
１
時
30
分　
②
午
後
３
時
15
分

〜
５
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

問
合
せ　
浜
田
お
や
こ
劇
場

　
☎
㉓
６
３
９
６

日
時　
２
月
３
日
㈰　
①
午
後
２
時

〜
３
時
15
分　
②
午
後
６
時
〜
７

時
15
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料
金　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
歳
以
下
無
料・会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
浜
田
お
や
こ
劇
場
へ

　
☎
㉓
６
３
９
６

日
時　
２
月
３
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
25
人

料
金　
１
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
代

含
む
・
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
１
月
30
日
㈬
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
㉔
１
２
４
１

対
象　
県
内
在
住
で
独
身
の
子
を
持

つ
両
親

日
時　
２
月
２
日
㈯　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
（
入
退
室
自
由
）

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
１
月
28
日
㈪
ま
で
に
し
ま

ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
浜

田
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
㉕
１
１
５
０

日
時　
２
月
２
日
㈯　
午
後
３
時
15

分
か
ら
受
付
、
７
時
30
分
頃
終
了

予
定
（
ナ
イ
タ
ー
開
催
）

場
所　
大
佐
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
前
ゲ

レ
ン
デ

種
目　
大
回
転
競
技
（
２
本
の
合
計

タ
イ
ム
）

部
門　
小
学
校
１
〜
３
年
生
男
女
・

小
学
校
４
〜
６
年
生
男
女
・
中
学

生
男
女
・
高
校
生
及
び
一
般
男
女

　
・
シ
ニ
ア
（
40
歳
以
上
）
男
女
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
女

料
金　
５
０
０
円（
リ
フ
ト
は
無
料
）

申
込
み　
当
日
現
地
で
受
付

問
合
せ　
浜
田
市
ス
キ
ー
連
盟　
竹

田
進
吾
さ
ん
（
国
府
小
学
校
内
）

　
☎
㉘
０
０
２
８

日
時　
１
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
浜
田
市
陸
上
競
技
場
入
口
集
合

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
１
月
19
日
㈯　
午
後
２
時
〜

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

日
時　
１
月
19
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
10
分

場
所　
浜
田
公
民
館　
研
修
室

講
師　
岩
﨑
巖
さ
ん
（
ハ
ー
モ
ニ
カ

奏
者
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー　
☎
㉕
９
１
６
０

日
時　
１
月
19
日
㈯　

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
県
立
体
育
館

料
金　
無
料

日
時　
１
月
16
日
㈬

　
午
後
６
時
〜
７
時

テ
ー
マ
・
講
師　　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
」
渡
邉
正
美
さ
ん

（
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
副
看
護
師

長
・
感
染
管
理
認
定
看
護
師
）

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

課　
☎
㉕
０
５
０
５

日
時　
１
月
６
日
㈰　
午
前
９
時

※　
午
前
７
時
に
防
災
無
線
を
使
い

消
防
団
員
の
召
集
を
行
い
ま
す
。

場
所　
島
根
県
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
荒
天
時
、
島
根
県
立
大
学
講
堂
）

一
斉
放
水　
11
時
30
分
頃
（
予
定
）

浜
田　
浜
田
市
役
所
裏
浜
田
川　

金
城　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田
川　

三
隅　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
団

係　
☎
㉕
５
１
６
７

問
合
せ　
県
立
体
育
館

　
☎
㉓
１
２
０
１

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

く
に
び
き
学
園
西
部
校
学
園
祭

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

浜
田
お
や
こ
劇
場

お
や
こ
フ
ェ
ス
タ 

〜
お
い
し

く 

楽
し
く 

未
来
は
明
る
く
〜

浜
田
お
や
こ
劇
場　
鑑
賞
例
会

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
一
家
「
笑
劇

☆
紙
芝
居
し
ば
い 

そ
の
１
」

浜
田
国
際
交
流
協
会

ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
の

旧
正
月
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ご
縁
ル
ー
ム
」

〜
独
身
者
の
ご
家
族
に
よ
る
婚
活
交
流
会
〜

浜
田
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
キ
ー
競
技
会

第
１
９
３
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

江
戸
時
代
の
浜
田
三
次
往
還
を
長
沢

か
ら
下
府
ま
で
歩
き
バ
ス
で
戻
る

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

「
わ
く
わ
く 

ど
き
ど
き 

心
地

よ
く
」
〜
出
逢
い
に
感
謝
〜

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

浜
田
市
消
防
出
初
め
式
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

新
年
の
あ
い
さ
つ　
　
　
　
　

島
根
県
立
大
学　
清
原　
正
義

平
成
30
年
度
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
の
ご
案
内

G
local Cam

p

（
グ
ロ
ー
カ
ル　
キ
ャ
ン
プ
）

海
遊
祭
の
お
礼

26広報はまだ：平成31年１月号27 広報はまだ：平成31年１月号

催
し
ま
す
。

　
講
演
に
先
立
ち
島
根
あ
さ
ひ
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
盲
導
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も

開
催
し
ま
す
。

日
時　
１
月
20
日
㈰

　
午
後
２
時
20
分
〜
50
分　
盲
導
犬
デ
モ
ン
ス

　
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
午
後
３
時
〜
4
時
30
分　
講
演
会　

※　
講
演
会
終
了
後
に
サ
イ
ン
会
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料　
無
料

申
込
み　
不
要

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

貸出ベスト10（平成30年11月期）
順位 タイトル 著者
1 かがみの孤城 辻村　深月
2 ファーストラヴ 島本　理生
3 “大人になっても困らない子ど
も”を育てる親の役割とヒント 斎藤　哲瑯

4 下町ロケット　4　ヤタガラス 池井戸　潤
５ 魔力の胎動 東野　圭吾
６ コーヒーが冷めないうちに 川口　俊和
７ 下町ロケット　2　ガウディ計画 池井戸　潤
８ 白いジオラマ 堂場　瞬一
９ 人魚の眠る家 東野　圭吾
10 未来 湊　かなえ

１月の休館日　　年始　１日㈷
月曜日　７日・21日・28日 
展示替　15日㈫～18日㈮

■
新
春
石
見
神
楽
上
演

　
年
初
め
の
石
見
神
楽
は
、
こ
ど
も
美
術
館
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
１
月
２
日
㈬　
有
福
神
楽
保
持
者
会

　
　
　

３
日
㈭　
石
見
神
楽
熱
田
保
存
会

　
両
日
と
も
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
廃
材
ア
ー
ト
に
挑
戦
》

◎
１
月
13
日
㈰
・
14
日
㈷　

指
導　
富
田
菜
摘
さ
ん
（
美
術
家
）

参
加
費　
２
０
０
円

《
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
亀
釣
り
》

◎
１
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

指
導　
小
山
一
馬
さ
ん
（
造
形
作
家
）

参
加
費　
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
廃
材
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
》

◎
１
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭

参
加
費　
３
０
０
円
（
各
日
先
着
60
人
）

《
廃
材
で
飾
る
羽
子
板
づ
く
り
》

◎
１
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
紙
の
ぬ
い
ぐ
る
み
》

◎
１
月
12
日
㈯

参
加
費　
１
０
０
円

《
ブ
ー
タ
ン
の
風
》

◎
１
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
。（
参
加
受
付
は
、
３
時
30
分
ま
で
に
１

階
創
作
室
に
て
）

　
廃
材
を
テ
ー
マ
に
、
３
人
の
作
家
の
作
品

を
紹
介
す
る
「
廃
材
ア
ー
ト
展
」
を
開
催
中

で
す
。
こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
１
月
14
日
㈷
ま
で

助
成　
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

　
19
日
㈯
か
ら
、
美
術
の
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
が
参
加
す
る
「
第
22
回
浜
田
こ
ど
も
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
期　
１
月
19
日
㈯
〜
２
月
24
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　
　
５
０
円

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
新
年
を
迎
え
、
島
根
県
立
大

学
は
新
た
な
気
持
ち
で
一
層
の
地
域

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。
ま
ず
、
２
年

後
に
予
定
し
て
い
る
学
部
学
科
改
編

で
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
、

よ
り
魅
力
的
な
地
域
系
学
部
と
国
際

系
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
本
年
は
準
備
の
山
場
の
年
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
島
根
県
内
の

高
校
生
を
も
っ
と
多
く
受
け
入
れ
る

べ
く
、
高
校
と
連
携
し
た
授
業
の
試

行
も
行
い
、
入
試
改
革
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。
一
方
、
本
年
４
月
に
は

「
し
ま
ね
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
観
光
、

子
育
て
支
援
、
地
域
活
性
化
な
ど
の

地
域
課
題
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
治
体
と
協
力
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
設
置
や
高
校
生
と
大
学
生
、

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
生
た
ち
は
総
合
政
策
学
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
科
目
を
学
ぶ
中
で
、

自
己
の
新
た
な
価
値
観
の
醸
成
と
自

立
心
を
培
う
た
め
、
卒
業
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
学
習
成
果
を
学
内
外
に

発
表
す
る
た
め
、「
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　
１
月
23
日
㈬

　
午
後
０
時
30
分
〜
２
時
40
分

会
場　
講
義
棟
大
講
義
室
２

入
場
料　
無
料

問
合
せ　
企
画
調
整
室

　
☎
㉔
２
２
０
１

　
平
成
30
年
11
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰
、

国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で
石
見

地
域
の
高
校
生
を
対
象
に
、
国
際
交

流
の
た
め
の
合
宿「G

local Cam
p

」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
は
、

み
ん
な
で
話
す
、
聞
く
、
考
え
る
活

動
に
お
い
て
、
個
々
の「
違
い
」を
楽

し
む
こ
と
を
目
的
に
本
学
在
学
中
の

留
学
生
と
共
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
高
校
生
の
中
に
は
台
湾
や
タ
イ
か

ら
の
留
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
野
外

炊
飯
や
ス
ポ
ー
ツ
で
互
い
の
仲
を
深

め
な
が
ら
、
二
日
目
に
は
異
文
化
理

解
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
成
果
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
は
想

像
以
上
の
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、

高
校
生
、
大
学
生
、
留
学
生
そ
れ
ぞ

れ
の
絆
が
深
ま
り
、
お
互
い
に
刺
激

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
も
企
画
に
挑
戦
し
、
毎
年
恒
例
の

行
事
に
し
た
い
で
す
。

（
総
合
政
策
学
部
２
年　
杉　
佳
華
）

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　
　
　

　
　
　
　
高
橋　
晃
大
（
２
年
）

　
こ
ん
に
ち
は
。
第
19
回
海
遊
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
高
橋
晃
大
と
申

し
ま
す
。
平
成
30
年
10
月
８
日
㈷
に
、

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

海
遊
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
海
遊
祭
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
１

日
の
み
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
影
響
も
あ
り
、
海
遊
祭
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
協

賛
企
業
の
皆
さ
ん
や
出
展
団
体
の
皆

さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

盛
況
の
う
ち
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　
来
年
度
以
降
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

見
ら
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
海
遊
祭
を

目
指
し
、
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
年
は
４
日
㈮
か
ら
開
館
し
ま
す

大
塚
敦
子
さ
ん
講
演
会

　
休
館
中
に
本
を
返
却
さ
れ
る
場
合
は
各
館

（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）
の
返
却
ポ
ス
ト
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
資
料
は

開
館
後
、
直
接
窓
口
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

返
却
ポ
ス
ト
に
返
却
で
き
な
い
も
の　

　
視
聴
覚
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、ビ
デ
オ
な
ど
）・

紙
芝
居
・
大
型
絵
本
・
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り

ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
た
図
書

　
浜
田
市
を
舞
台
と
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
品「〈
刑
務
所
〉で
盲
導
犬
を
育
て
る
」

の
著
者
で
あ
り
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
の
盲
導
犬
パ
ピ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ホ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
大
塚
敦
子
さ
ん
を
招
い
て
講
演
会
を
開

清原学長

Glocal Camp

海遊祭

大塚敦子さん

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.265

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.183
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 １月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 15日㈫･28日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈪･15日㈫
21日㈪･28日㈪
31日㈭

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

第
22
回

浜
田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展　

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

廃
材
ア
ー
ト
展　
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

　

世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城
旭

弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,645 19,057 21,058 40,115
金 城 1,901 2,062 2,180 4,242
旭 1,339 1,361 1,378 2,739

弥 栄 673 613 675 1,288
三 隅 2,856 2,880 3,131 6,011
合 計 26,414 25,973 28,422 54,395

（単位：人）
人　口（11月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　お正月の空に揚がる色とりどりの凧。
近ごろそんな光景もだんだん少なくなっ
てきました。
　昔ながらのお正月の遊び「凧揚げ」を
自分だけの凧を手作
りするところから楽
しみませんか？　
日時　１月５日㈯　
　午後１時～３時
定員　30人（要予約）
材料費　５００円

　
石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
「
２
０

１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
４
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
膨
大
な

作
品
の
中
か
ら
、
厳
選
し
た
約
40
点

の
代
表
作
を
展
示
し
、
浜
田
市
三
隅

町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
95

年
の
生
涯
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
示
室
で
は
「
石
本
正　
心

の
眼
２
〜
私
を
感
動
さ
せ
た
日
本
画

〜
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
石
正
美
術
館
に
は
、
石
本
正
の
作

品
だ
け
で
な
く
「
絵
は
心
で
あ
る
」

と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
続
け
た
彼

が
、
心
の
眼
で
選
ん
だ
１
５
０
点
余

り
の
他
作
家
の
作
品
も
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
絵
を
見
る
と
き
は
、
名
前
や
肩

書
き
で
見
な
い
で
欲
し
い
。
先
入
観

を
持
た
ず
、
作
品
に
素
直
な
心
で
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
蒐
集

さ
れ
た
、
心
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品

の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
４

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　
心
の
眼
２
〜
私
を
感
動
さ

せ
た
日
本
画
〜

期
間　
１
月
２
日
㈬
〜
３
月
17
日
㈰

料
金

　
一
般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
） 

　
高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

　

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

　
入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

　
無
料
で
す
。

◎昔ながらのお正月の遊び
「石州和紙で凧作りに挑戦！」

◎ワークショップ
　　　　　　   「土人形絵付け体験」

　ギャラリーで開催中の「干支展－2019
亥－」に作品を出品している土人形作家
の福美さんによる、ワークショップ。
　かわいいイノノシの型で作った土人形
に絵付け体験ができます。世界に一頭の
イノシシをお部屋に飾って新年を彩りま
しょう。
日時　１月19日㈯　午後１時～３時
定員　先着20人（予約可）
講師　福美さん
　 （土人形作家）
材料費　５００円

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

浜田開府４００年祭 ＰＲポスター

「
干
支
展
―
２
０
１
９
亥
―
」

日
時　
１
月
２
日
㈬
〜
20
日
㈰

新
田
芳
道
水
墨
画
作
品
展
「
梅
花
展

―
人
生
の
華
―
」

日
時　
１
月
22
日
㈫
〜
２
月
３
日
㈰

石本正「静物(卓上の果物)」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
http://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
係
 

@
koushitsu.ham

ada
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